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低質量星である TRAPPIST-1の周りにはこれまで 7個の惑星が発見されている。このうち 3個程度の惑星が
ハビタブルゾーン内に存在し、また全ての惑星が平均運動共鳴状態に近いという特徴を有することから、大きな
注目を集めている。実際に 2016年の発見以降、この系に関する観測的及び理論的研究が精力的に行われてきてお
り、惑星系の特徴や形成起源が明らかになりつつある。過去 4年にわたる観測による惑星質量及び惑星半径の測
定結果によると、TRAPPIST-1系の惑星は全てがほぼ同一の岩石組成である可能性が指摘されている。この組成
の特徴は、中心星から遠く離れた低温領域で氷に富む原始惑星が形成し、それが軌道移動によって中心星近傍ま
で移動してきたとする形成モデルで説明することは難しい。
ところで、原始惑星系円盤進化についての理論研究によると、磁気駆動円盤風の影響下で進化する円盤では、

惑星の軌道移動が抑制される可能性がある。このような円盤では、中心星から離れた領域で形成した氷原始惑星
の軌道移動は効率的ではなく、中心星の近傍で形成した岩石原始惑星を材料として惑星系が形成したというモ
デルが考えられる。本研究では、円盤風の影響下で進化する原始惑星系円盤モデルを用い、岩石原始惑星からの
TRAPPIST-1惑星系の形成を調べる。具体的には、初期に岩石原始惑星を円盤に配置し、それらの合体成長及び
軌道進化を追った惑星形成シミュレーションを実行する。本講演では、原始惑星の初期分布や円盤進化に関する
パラメータを変えて実行したシミュレーション結果を解析し、TRAPPIST-1系の特徴を再現する可能性について
議論する。


